
価値創造のための経営戦略 会社データめぶきFGについて めぶきFGの価値創造 価値創造を支えるガバナンス

　ステークホルダーと当社グループ双方にとって真に重要と考えられる課題を特定するため、当社グループに関
連するステークホルダーの明確化を図り、地域社会（法人・個人顧客、地域住民・団体・企業等、地方公共団体）、従
業員、株主・投資家、自然資本としました。そのうえで、環境、社会、経済、地域および経営基盤の観点からリス
トアップした数多くの課題をもとに内外環境分析等により認識した社会課題の中から、当社グループに関連する
課題を抽出し、当社グループとステークホルダーの双方にとって重要な社会課題を絞り込み、5つのカテゴリーに
整理しました。このうち、当社グループの事業活動を通じて解決に貢献するカテゴリーを「事業マテリアリティ」、
当社グループの事業を支える経営基盤として持続的に強化に取り組むカテゴリーを「経営基盤マテリアリティ」と
定義し、絞り込まれた社会課題を解決するための重要課題として、5つのマテリアリティを特定しました。

マテリアリティの特定
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マテリアリティの再整理

　当社グループでは2022年にマテリアリティを特定し、第3次グループ中期経営計画への反映を行ってきました
が、当社グループの営業地盤ならびに当社グループを取り巻く環境は大きく変化しており、地域および当社グ
ループにとって優先的に取り組むべき社会課題も変化している可能性があります。また、従前のマテリアリティ※

は数多くある社会課題の中から地域社会の中でより重要と思われる課題を選択・特定したことから、当社グループ
の事業戦略との繋がりが見えづらいといった課題がありました。このため、第4次グループ中期経営計画の策定に
あたり、地域社会をはじめとしたステークホルダーと当社グループの双方にとって真に重要と考えられる課題を
特定し、第4次グループ中期経営計画における事業戦略によって優先的に解決に向けて取り組むべき重要課題（マ
テリアリティ）を再整理することとしました。

※ 従前のマテリアリティ： ●地域経済・地域社会の活性化　●気候変動対応・環境保全　●デジタル化の推進　●高齢化への対応　●ダイバーシティの推進　

マテリアリティの再整理に至った経緯・背景

環境分析等により認識した社会課題の中から当社グルー
プの事業に関連する課題を抽出したうえで、当社グルー
プとステークホルダーの双方にとって重要な社会課題を
絞込み、5つのカテゴリーに整理
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マテリアリティの特定

機会 リスク 課題のグルーピング マテリアリティ

● ●

人口減少・経済規模の縮小 地域産業の成長支援
●

●

●

●

地域住民の安心・安全の確保・
人生100年時代への対応 安心で豊かな暮らしへの貢献

● ●

●

●

● ●

● ●
気候変動・環境保全 脱炭素社会・環境保全への貢献

● 

● ●

サービス品質・利便性の向上・
維持

お客さまに選ばれ続ける
サービスの提供

●

●

●

●

● ●

● ●

健全なグループ経営のための
ガバナンス

価値創造を支える経営基盤の
強化

● ●

● ●

● ●

●

● ●

● ●

●

●

●

●

● ●

■ 当社グループの事業を通じて解決に貢献するカテゴリー　■ 当社グループの事業を支える経営基盤として持続的に強化に取り組むカテゴリー
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マテリアリティの再整理

当社グループとステークホルダーの 
双方にとって優先度の高い課題の抽出

ステークホルダーの明確化
当社グループとステークホルダーの双方にとって優先度の高い
課題を整理するにあたり、改めて当社グループに関係するステー
クホルダーの明確化を図りました。

●地域社会（法人・個人のお客さま、地域住民・団体・企業等、
地方公共団体）　●従業員　●株主・投資家　●自然資本

環境分析から認識した社会課題の絞り込み
環境分析を通じて認識された141個の社会課題から当社グルー
プの事業活動に関連するものに絞り込み、それらを当社グループ
とステークホルダーの双方の重要性の観点で評価しました。

当社グループとステーク 
ホルダーの双方にとって 
優先度の高い課題の整理

マテリアリティ再整理のステップ

優先度の高い課題25項目

• 少子高齢化の進展※

• 人材不足※ 

• ベンチャー振興・新規事業の創出

• 地域の経済成長

• 地域・コミュニティの活性化

• 少子高齢化の進展※ 

• 製品・サービスの安定供給※ 

• 金融リテラシーの向上

• 金融政策の転換・金利の正常化

• 脱炭素社会への移行
• エネルギー問題

• 従業員の育成・教育※

• 製品・サービスの安定供給※ 

• 適正な情報提供／偽情報の拡散防止

• 公正で責任あるマーケティング慣行

• 顧客満足度の向上

• デジタル社会の進展

• 働きやすい職場の構築／ワークライフバランス

• ダイバーシティ・エクイティ&インクルージョン

• 従業員の育成・教育※

• 従業員エンゲージメント

• 人材不足※ 

• 企業理念・価値観・文化の醸成

• 効率的な資本政策・運用

• リスクマネジメント

• BCP対応

• 情報セキュリティ・サイバーセキュリティへの対応

• コンプライアンスの徹底

• DX推進／AI利用

機会面とリスク面から見たマテリアリティマトリクス

当社グループにとっての重要性
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当社グループと
ステークホルダー
双方にとって

優先度の高い課題
25項目

※ グルーピングの際に複数に関連
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